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●
新
年
度
予
算
編
成
を
迎
え
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
臨
む
の
か

　

①
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

②
道
路
行
政
に
つ
い
て

　
　

商
工
業
・
農
林
水
産
業
の
分
野
に
お
け

る
人
材
不
足
の
現
況
は
？

文
化
観
光
商
工
部
長　

令
和
４
年
10
月
の
平

戸
市
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
２
・
04
倍
で
、

産
業
別
の
新
規
求
人
受
理
状
況
で
は
、
医

療
・
福
祉
業
が
一
番
多
く
、
次
い
で
卸
売
・

小
売
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
の
順

と
な
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
部
長　

５
年
ご
と
に
調
査
さ
れ
る

数
値
に
よ
れ
ば
、
15
歳
以
上
65
歳
未
満
の
農

業
就
業
者
数
は
、
２
０
１
５
年
が
６
１
３
人
、

２
０
２
０
年
が
３
４
８
人
で
、
２
６
５
人
の

減
少
（
農
業
セ
ン
サ
ス
よ
り
）。
漁
業
就
業

者
数
は
、
２
０
１
３
年
が
５
４
１
人
、
２
０

１
９
年
が
４
３
２
人
と
、
１
０
９
人
の
減
少

（
漁
業
セ
ン
サ
ス
よ
り
）。
労
力
の
確
保
が

課
題
。

　
　

人
材
不
足
を
解
消
す
る
施
策
の
一
つ
で

あ
る
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
と
は
。

ま
た
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

財
務
部
長　

複
数
の
組
合
員
で
構
成
さ
れ
る

協
同
組
合
が
、
組
合
員
で
あ
る
事
業
者
の
仕

事
を
組
み
合
わ
せ
、
年
間
を
通
じ
た
仕
事
を

創
出
し
、
労
働
者
を
派
遣
す
る
こ
と
で
人
手

不
足
の
解
消
を
図
る
仕
組
み
。
事
業
者
が
決

定
し
、
現
在
、
組
合
設
立
の
事
務
調
整
を
進

め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
現
状
と
課
題

は
。
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み
は
。

福
祉
部
長　

子
ど
も
本
人
や
保
護
者
と
の
面

談
を
行
い
、
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
で
協

議
し
た
支
援
方
針
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
の
認
識
不

足
が
課
題
。
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に

周
知
啓
発
を
図
っ
て
行
く
。

　
　

男
性
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
が
必
要
。
公
共
施
設
に
お
け
る
設

置
状
況
は
。
ま
ず
は
市
役
所
及
び
各
支
所
の

ト
イ
レ
に
設
置
の
検
討
を
。

総
務
部
長　

２
１
７
施
設
中
６
施
設
に
設
置
。

市
役
所
本
庁
舎
及
び
各
支
所
に
は
設
置
さ
れ

て
い
な
い
。
各
支
所
と
協
議
し
、
設
置
に
向

け
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　

男
性
ト
イ
レ
へ
の
乳
幼
児
施
設
の
整
備

状
況
は
。
男
性
も
含
め
誰
も
が
子
育
て
し
や

す
い
環
境
整
備
を
期
待
す
る
。

福
祉
部
長　

ト
イ
レ
内
に
乳
幼
児
設
備
の
あ

る
施
設
は
23
か
所
。
従
来
、
子
育
て
環
境
の

整
備
は
、
母
親
が
子
育
て
し
や
す
い
こ
と
を

重
点
に
置
い
て
い
た
が
、
現
在
は
、
男
女
の

区
別
な
く
子
育
て
に
参
加
で
き
る
環
境
整
備

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
公
共
施
設
が
率
先

し
て
行
う
よ
う
、
各
施
設
の
所
管
課
と
協
議

し
て
行
く
。

QQ QQ

松
本　

正
治
（
大
地
の
会
）

　
　

近
年
人
口
減
少
あ
る
い
は
高
齢
化
に
伴

い
空
き
家
が
増
え
て
い
る
が
、
２
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
バ
ン
ク
対
策
等

で
有
効
活
用
し
て
い
け
る
空
き
家
と
、
日
々

危
険
が
増
し
て
い
る
空
き
家
が
あ
る
が
、
周

知
対
応
を
基
本
に
空
き
家
の
現
状
、
対
策
、

改
善
に
つ
い
て
市
長
に
尋
ね
る
。

市
長　

既
存
の
住
宅
・
建
築
物
の
老
朽
化
、

社
会
的
ニ
ー
ズ
や
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
、

空
き
家
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
適
切
な
管

理
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
の
安
全

性
の
低
下
、
公
衆
衛
生
の
悪
化
、
景
観
の
阻

害
な
ど
に
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
そ
の
中
で
も
地
域
住
民
の
生
活
環
境

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
保
護

す
る
と
と
も
に
生
活
環
境
の
保
全
を
図
り
、

併
せ
て
空
き
家
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の

特
別
措
置
法
が
公
布
さ
れ
平
成
27
年
に
全
面

施
行
さ
れ
て
い
る
。
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
基
づ
き
所

有
者
に
対
し
て
、
自
主
的
な
対
応
、
助
言
、

指
導
等
の
行
政
指
導
を
行
い
、
適
切
な
管
理
、

解
体
を
促
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
活
用
と

空
き
家
の
再
生
を
図
る
た
め
に
空
き
家
バ
ン

ク
を
創
設
し
、
適
正
管
理
と
利
活
用
に
努
め

て
い
る
。

　
　

市
道
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
過
疎
債
、

辺
地
債
、
交
付
金
等
の
補
助
事
業
の
当
該
年

度
予
算
の
道
路
本
数
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

建
設
部
長　

令
和
５
年
度
の
予
定
と
し
て
、

交
付
金
事
業
で
３
路
線
、
道
整
備
交
付
金
で

１
路
線
、
過
疎
事
業
で
13
路
線
、
辺
地
で
４

路
線
の
合
計
21
路
線
の
道
路
改
良
を
予
定
し

て
い
る
。地
区
別
で
は
、平
戸
地
区
で
11
路
線
、

生
月
地
区
で
３
路
線
、
田
平
地
区
で
５
路
線
、

大
島
地
区
で
２
路
線
と
な
っ
て
い
る
。　

　
　

市
道
の
幹
線
道
路
の
捉
え
方
と
、
ど
の

よ
う
に
整
備
に
取
り
組
む
の
か
尋
ね
る
。

建
設
部
長　

幹
線
市
道
と
し
て
地
区
間
を
結

ぶ
道
路
、
舘
浦
生
月
海
岸
線
、
山
中
紐
差
線
、

都
市
計
画
整
備
の
平
戸
志
々
伎
線
、
亀
岡
新

町
線
な
ど
、
お
お
む
ね
千
台
以
上
の
交
通
量

を
有
す
る
道
路
と
捉
え
て
お
り
、
不
特
定
多

数
の
方
の
移
動
、
避
難
、
輸
送
な
ど
に
つ
な

が
っ
て
く
る
道
路
で
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
地
権
者
の
同
意
を
強
く
求
め
て
、

速
や
か
に
事
業
が
完
成
す
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。

針
尾　

直
美
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

●
産
業
の
担
い
手
不
足
・
人
手
不
足
に
係
る
施
策
に
つ
い
て

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
現
状
と
課
題

●
だ
れ
も
が
使
い
や
す
い
優
し
い
ト
イ
レ
に
向
け
て

QQQQ
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本
市
の
将
来
に
向
け
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

及
び
人
口
減
少
対
策
の
方
向
性
や
施
策
事
業

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

市
長　

依
然
と
し
て
進
む
人
口
減
少
を
い
か

に
抑
制
し
て
い
く
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
い

わ
ゆ
る
産
学
官
金
労
言
等
の
分
野
を
代
表
す

る
方
々
で
構
成
す
る
平
戸
市
総
合
戦
略
推
進

委
員
会
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
若
年
層
を
地

場
企
業
へ
の
就
職
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
や
、

企
業
誘
致
の
推
進
に
よ
る
就
労
機
会
の
拡
大
、

産
業
を
振
興
す
る
た
め
の
農
林
水
産
業
に
お

け
る
新
規
就
業
者
の
育
成
・
確
保
対
策
、
妊

娠
・
出
産
・
育
成
期
に
お
け
る
切
れ
目
の
な

い
支
援
、
未
来
を
切
り
拓
く
学
力
の
定
着
の

た
め
の
教
育
環
境
の
整
備
、
定
住
移
住
を
促

進
さ
せ
る
た
め
の
環
境
整
備
な
ど
新
規
事
業

や
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら

推
進
し
て
い
く
。

　
　

出
産
・
子
育
て
支
援
も
移
住
定
住
対
策

に
は
重
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

福
祉
部
長　

妊
婦
検
診
・
保
育
料
・
副
食
費

な
ど
の
個
人
の
費
用
負
担
に
対
し
、
市
独
自

の
助
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
全
て

の
子
供
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
障
害
児

保
育
や
医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
な
ど
の
充
実

に
努
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備

や
福
祉
医
療
の
拡
充
な
ど
、
さ
ら
な
る
子
供

を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
の
充
実
を
図
り
た

い
。

　
　

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

福
祉
部
長　

長
崎
県
に
お
い
て
は
令
和
５
年

度
よ
り
県
内
全
て
の
市
町
に
お
い
て
高
校
生

ま
で
を
医
療
費
助
成
の
対
象
と
し
て
計
画
し

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
令
和
５
年
４
月

当
初
か
ら
の
事
業
開
始
を
想
定
し
て
準
備
調

整
中
で
あ
る
。

Ｑ　

平
戸
地
区
に
点
在
し
て
い
る
６
か
所
の

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
を
集
約
し
建
て
替
え

る
事
は
出
来
な
い
か
。

建
設
部
長　

統
合
建
て
替
え
の
時
期
に
つ
い

て
は
令
和
10
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
に
か
け

て
90
戸
の
住
宅
を
建
て
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
入
居
者
の
交
通
ア
ク
セ
ス
、
住
環
境
に
配

慮
し
た
上
で
現
在
の
大
膳
原
住
宅
平
屋
部
分

を
第
１
候
補
と
し
、
規
模
に
つ
い
て
は
入
居

者
１
戸
あ
た
り
１
〜
２
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
た
い
の
で
３
階
以
上
の
高
層
住

宅
を
検
討
し
て
い
る
。

QQQQ
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
離
島
活
性

化
事
業
の
今
後
に
つ
い
て
、
基
金
の
減
少
に

伴
い
、
本
事
業
の
継
続
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

基
金
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
離
島
に

対
す
る
支
援
は
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長　

的
山
大
島
風
力
発
電
所
か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
に
本
市
は
計
４
回
、
総
額
１
億
７

５
０
０
万
円
の
配
当
を
受
け
た
。
し
か
し
、

令
和
２
年
の
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
発
電
機

４
基
が
被
災
し
、
停
止
状
態
と
な
っ
た
。
現

在
建
て
替
え
に
代
わ
る
事
業
を
模
索
し
て
い

る
が
、
本
市
基
金
へ
の
配
当
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
望
め
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の

基
金
は
離
島
に
お
け
る
交
通
体
系
の
整
備
や

地
場
産
業
の
振
興
、
人
材
育
成
に
関
す
る
事

業
な
ど
に
対
し
活
用
し
て
き
た
が
、
今
後
は

基
金
残
高
に
留
意
し
な
が
ら
運
用
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
現
在
、
基
金
を
充
当
し
て
い

る
事
業
は
、
離
島
で
あ
る
が
ゆ
え
に
生
じ
る

本
土
地
域
と
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に

（
交
通
に
お
け
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
）
基

金
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
が
行
う
べ
き

事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

財
務
部
長　

現
行
の
離
島
振
興
法
の
改
正
・

延
長
が
本
年
11
月
で
法
案
が
可
決
さ
れ
た
の

で
、
各
離
島
地
域
に
お
い
て
今
月
中
（
令
和

４
年
12
月
）
に
意
見
聴
取
を
行
い
、
今
後
の

離
島
振
興
に
つ
な
が
る
政
策
の
充
実
を
図
る
。

　
　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
宮
の
浦
、
朝
７
時
20

分
発
と
毎
週
木
曜
日
の
16
時
28
分
（
南
部
中

学
校
）
下
り
便
の
２
便
が
非
常
に
混
雑
し
て

い
る
状
況
を
教
育
委
員
会
、
総
務
課
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　

野
子
中
学
校
の
廃
校
に
伴
い
登

下
校
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
、
遠
距
離
通
学

費
の
支
援
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
利
用
で
、

乗
車
人
員
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
総
務
課
と
情
報
の
共
有
を

図
る
。

総
務
部
長　

今
後
、
現
場
の
状
況
を
見
守
り

な
が
ら
、
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
改
善
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
状
況
は
、

田
平
、
平
戸
、
生
月
、
南
部
の
４
地
区
に
設

置
さ
れ
て
、
大
島
、
度
島
、
中
部
地
区
に
な

い
状
況
だ
が
、
今
後
の
取
組
み
、
設
置
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

福
祉
部
長　

中
部
地
域
に
今
後
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
し

て
整
備
す
る
。
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

利
用
児
童
定
員
を
30
〜
40
名
程
度
と
し
て
、

施
設
整
備
を
検
討
中
で
あ
る
。

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
離
島
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

●
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
並
び
に

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
に
つ
い
て
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